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昭35
36. 1.19 江東地区（墨田、江東、荒川

区と足立、江戸川区の一部）
の地域指定

　

 38. 7. 1 城北地区（北、板橋、葛飾区と
足立区の一部）の地域指定

38. 7. 1 区部14区の地域指定

40 40. 7. 1
41. 1. 5 江東地区（北十間川以北）の

井戸の転換
　

41. 6. 1 江東地区（北十間川以南）の
井戸の転換

41. 7. 1 区部４区（千代田区から台東
区）の井戸の転換

 

45 45.11. 5 公害防止条例改正

46. 2. 1 量水器設置と揚水量

46. 5.15 江東、城北地区に新基準 　の報告義務づけ

46.12.28 城北地区の旧基準井戸転換

47. 5. 1 荒川以東の江戸川区の地域
指定

47. 5. 1 区部９区の地域指定と既指定
14区の許可基準の強化

47. 4. 1 地下水の規制地域指定

47. 7. 1 天然ガスかん水の揚水自主規
制(25％削減）

47.12.31
 48. 9. 1 江東地区の井戸の転換（新基

準適用分）
 49. 4. 1 城北地区（北、板橋区）の井戸

の転換（新基準適用分）
49. 5. 1 23区の井戸の転換（内14区は

新基準適用分)
　

50 50. 4. 1 江戸川区（荒川以東部）の井
戸の転換（新基準適用分）

 50. 4. 1

 52. 4. 5  3）
53.11. 1 地下水使用合理化要請（500

～999ｍ３
/日）

 　 53.12.25 法・条例規制対象外井戸指導
指針制定

 54. 1. 9 非常災害用井戸取扱い要綱施
行

　 54.11. 1 し尿処理場等の水使用合理化
指導指針施行

56. 3.26 地下水使用合理化要請（250

～499ｍ３
/日）

  1) 58.12. １ 地下構築物への漏えい地下水
の取扱指導指針制定

 2) 　 63. 5.25 島しょ・山間部を除き海域を含
む都内ほぼ全域での石油・可
溶性天然ガスの採取禁止

平 2  

　 10. 7. 1 温泉法の動力装置の許可に係
る審査基準の施行

 13. 4. 1 公害防止条例を全面改正し、
「都民の健康と安全を確保する
環境に関する条例」の施行

　 法・条例規制対象外井戸指導
指針及び非常災害用井戸取扱
い要綱の廃止

(注） １．「基準」とは「工業用」および「建築物」では「許可基準」、「都条例」では「規制基準」をいう。

２．「位置」とは「地表面からストレーナの位置」をいい、「断面積」とは「揚水管の吐出口の断面積」をいう。

３．既設井戸の転換の日付は法律上の「強制転換の日」を示し、その前日までに既設井戸が廃止された。

　　　　　　　　　　その他による規制関係
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江戸 川区長島町地 区（ 妙見
島）の井戸の転換

55

表－7　地下水揚水規制等の経過一覧表

　　建築物用地下水の採取の

7

区部10区（墨田区から江戸川
区）の井戸の転換

天然ガス採取の停止（鉱業権
の買収）

城北地区（足立、葛飾区）の井
戸の転換（新基準適用分）

55. 3. 1

　　環境確保条例（旧公害防止条例）

地下水使用合理化要請（1,000

ｍ３
/日以上）

規制に関する法律関係　　

位置；550～650m以深

断面積；21cm２以下

位置；100～250m以深

断面積；46cm２以下

位置；100～250m以深

断面積；46cm２以下

位置；160m以深

断面積；46cm２以下

位置；400～650m以深

断面積；21cm２以下

位置；650m以深

断面積；21cm２以下

基
準

基
準

基
準

基
準

基
準

位置；400～550m以深

断面積；21cm２以下

地
域

基
準

地
域

工業用；15区及び24市2町
建築物用；24市2町

位置；400～550m以深

断面積；21cm２以下

地
域

基
準

基
準

千代田、中央、港、台東、

墨田、江東、品川、大田、

荒川、北、板橋、足立、

葛飾、江戸川区

1)

2)

3)

新宿、文京、目黒、世田

谷、渋谷、中野、杉並、

豊島、練馬区
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図－6 主な観測井の地下水位変動図（江東区、墨田区、江戸川区）
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図－8 主な観測井の地下水位変動図（板橋区、練馬区）
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図－10 主な観測井の地下水位変動図（東久留米市、清瀬市、東村山市、小金井市、調布市、三鷹市）
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図－11 主な観測井の地下水位変動図（東大和市、武蔵村山市、瑞穂町、昭島市、立川市、府中市）

20

25

25



－ 123 －- 16 - 

  

  

研25

研26

研34

研35

研36

研58

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

地
下
水
位

研25 戸 田 橋 第2 (103～113m)

研26 戸 田 橋 第3 ( 51～ 59m)

研34 練 馬 第1 ( 87～ 97m)

研35 練 馬 第2 (185～195m)

研36 板 橋 (188～199m)

研58 上 赤 塚 第3 (327～355m)

105

平成
元60504030

昭和（年）

ｍ

(T.P.)

（ ）内の数字はストレーナの深さ

554535 15
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図－12 主な観測井の地下水位変動図（八王子市、多摩市、稲城市、町田市）
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ついて、地下水位(Ｈ)と揚水量(Ｑ)との関係をみる

と、Ｈ＝－1.18Ｑ＋23.93、相関係数(r)は0.90と高

い相関関係を示している(図－13）。 

  (4) 低地の地盤沈下 

東京都内の地盤沈下状況は、図－14の主要水準基

標の累積沈下量図がその経過をよく示している。そ

れによると、江東区では大正時代の初期に、江戸川

区および足立区では大正時代の末期から昭和の初期

にかけてそれぞれ地盤沈下が発生している。 

地盤沈下の発生時から第二次世界大戦末期頃まで

の沈下状況をみると、沈下量は江東区や墨田区 (水

準基標、(9832)、(3377)、向(5))では大きいが、隣

接している江戸川区(水準基標、(9836))、足立区((水

準基標、(3365))では小さい。 

昭和13年から昭和43年までの主要な年について、

地盤変動状況の変遷を図－15からみると、昭和13年

～14年には沈下の中心が江東区や墨田区にあり、千

葉県境や埼玉県境では沈下量が小さい。次に、第二 

（9832）

（3377）

向（5）

（9836）

（3365）

（473）

清瀬（1）

保谷（2）

累
積
沈
下
量

図－14 主要水準基標の累積沈下量図
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天然ガス採取の停止

地下水使用合理化要請

工業用井戸の転換 （城北地区）

東北地方太平洋沖地震

(9832)  江東区南砂二丁目 4.5102 大正 7年

(3377)  江東区亀戸七丁目 4.2921 明治25年

向（5）  墨田区立花六丁目 3.4220 昭和10年

(9836)  江戸川区中葛西三丁目 2.3723 大正 7年

(3365)  足立区千住仲町 1.5144 明治25年

(473)  板橋区清水町 0.8743 昭和 7年

清瀬（1）  清瀬市旭が丘二丁目 0.7277 昭和47年

保谷（2）  西東京市住吉町三丁目 0.2331 昭和46年

水準基標
番　  　号

水準基標の所在地
累積沈下量

(m)
測量開始
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図－12 主な観測井の地下水位変動図（八王子市、多摩市、稲城市、町田市）
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ついて、地下水位(Ｈ)と揚水量(Ｑ)との関係をみる

と、Ｈ＝－1.18Ｑ＋23.93、相関係数(r)は0.90と高

い相関関係を示している(図－13）。 

  (4) 低地の地盤沈下 

東京都内の地盤沈下状況は、図－14の主要水準基

標の累積沈下量図がその経過をよく示している。そ

れによると、江東区では大正時代の初期に、江戸川

区および足立区では大正時代の末期から昭和の初期

にかけてそれぞれ地盤沈下が発生している。 

地盤沈下の発生時から第二次世界大戦末期頃まで

の沈下状況をみると、沈下量は江東区や墨田区 (水

準基標、(9832)、(3377)、向(5))では大きいが、隣

接している江戸川区(水準基標、(9836))、足立区((水

準基標、(3365))では小さい。 

昭和13年から昭和43年までの主要な年について、

地盤変動状況の変遷を図－15からみると、昭和13年

～14年には沈下の中心が江東区や墨田区にあり、千

葉県境や埼玉県境では沈下量が小さい。次に、第二 
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次世界大戦の終戦前後の昭和19年～21年では、それ

までの沈下の中心であった江東区東部において沈下

量が２cmと急激に減少し、広域にわたって地表面の

隆起が測定された。しかし、一時期減少した地盤沈

下は昭和25年頃から再び認められるようになり、江

東区や墨田区の一部で昭和26年の沈下量が４cmを越 
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えるようになった。その後、沈下量および沈下地域

は年々増加し、各地で１年間の沈下量が10cmを越え、

沈下地域が千葉県境、埼玉県境にも及んだ。 

昭和42年頃からは、沈下の中心が戦前よりも南部

へ移動し、江東区東部から江戸川区南部にかけた荒

川河口付近で大きな沈下量がみられるようになり、

昭和43年には江戸川区西葛西二丁目にある水準基標、

江(20)で23.89cmという年間最大沈下量が測定され

た(表－8)。しかし、荒川河口付近の地盤沈下は、昭

和47年12月31日に実施された水溶性天然ガスの採取

停止、さらに工業用地下水の揚水量の減少によって

急激に減少した。このような諸規制により、昭和48

年から低地ではほぼ全域にわたって地下水位が上昇

し、地盤沈下は急激に減少するとともに、一部の地

域で地表面の隆起が測定された。そして、昭和51年

からは５cm以上沈下する地域がみられなくなり(表

－9)、地盤沈下は次第に減少してきている。 

最近５年間の地盤変動量(図－3)をみると、２㎝以

上沈下している地域はなく、全体として安定した状

況にある。 

観測井の記録から地盤沈下状況の変遷をみると、

次のとおりである。 

天然ガス井の分布していた地域にある南砂町第１

観測井(70ｍ井、江東区南砂三丁目)の地層別の変動

状況をみると(図－16)、地表面から70ｍまでの間の

地層(沖積層および洪積層最上部)の変動量(Ａ)は、

昭和36年には約12cmの収縮量であったが、その後次

第に減少し、昭和44年頃からは４cm以下となった。

さらに昭和54年からは１cm未満となっている。なお、

平成８年は近接の掘削工事の影響で収縮量が増大し

ている。 

一方、70ｍ以深の地層(主として砂層や土丹層から

なる洪積層)の変動量(Ｂ)をみると、地下水位の上昇

に伴って収縮量は減少し、昭和48年からは膨張に転

じている。膨張量は昭和48年が最も大きく、その後

多少の増減はあるが次第に減少している。 

また、工業用水を多量に揚水していた地域にある

戸田橋第２観測井(113ｍ井、板橋区舟渡四丁目)の地 
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図－16 南砂町第１観測井(70ｍ井)における地盤変動量と地下水位との関係
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図－16 南砂町第１観測井(70ｍ井)における地盤変動量と地下水位との関係
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                      　　　　      単位：cm/年

　　　 　　　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部 　　　

　　　 低　　　　　　　　　地 　　　      　台　　　　　　　　　地　　　

沈下量 　地　　　　点　 基標名 沈下量 　 地　      点　　 基標名 沈下量 　地　　　  点　 基標名

昭34 19.29 墨田区立花三　　 向 (5) 6.42 板橋区小豆沢一　　 板 (1) - 　　　　　　　　
35 18.01 江東区東陽四　　 (9832) 8.82    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
36 18.98 足立区弘道二　　 足(16) 15.43    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
37 20.86    〃      〃　　    〃　 15.64    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
38 19.53    〃      〃　　    〃　 14.65    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
39 18.47 江戸川区西葛西二 江(20) 11.31    〃       〃　　      〃  -  昭和46年以前は　
40 15.54   　〃　　 東葛西三 江(13) 8.78 　 〃   赤塚八　　　 板(18) - 　　　　     　未測量
41 17.04   　〃　 　南葛西六 江(18) 9.23    〃      〃　　      〃  - 　　　　　　　　
42 17.65 江東区新砂三    港(22) 12.01    〃   赤塚四　  　 板(22) - 　　　　　　　　
43 23.89 江戸川区西葛西二 江(20) 11.44 　 〃　 赤塚八　  　 板(18) - 　　　　　　　　
44 20.56 江東区新砂三    港(22) 8.95 　 〃   赤塚四　  　 板(22) - 　　　　　　　　
45 18.45 江戸川区南葛西六 江(18) 13.78 　 〃　  　〃　　　　 　〃　 - 　　　　　　　　
46 18.08 江東区新砂三    港(22) 10.63  　〃　 成増三　  　 板(23) - 　　　　　　　　
47 13.97    〃      〃        〃　 10.63 練馬区西大泉五　  練(32) 6.88 西東京市住吉町三　 保谷 (2)
48 10.07    〃      〃        〃　 5.84 　 〃　　   〃　　　　 　〃　 21.65 清瀬市下清戸二　 清瀬 (2)
49 7.46    〃      〃        〃　 7.08  　〃   　　〃　　　　 　〃　 13.65    〃　 中清戸二　 （2312）
50 5.41    〃      〃        〃　 1.97 港区西麻布二　    麻 (8) 3.81  　〃　 下清戸二　 清瀬 (2)
51 3.10    〃      〃      港 (1) 2.41 練馬区大泉学園町七 練(26) 5.64  　〃　     〃　　  〃
52 4.30    〃      〃        〃　 1.09 渋谷区笹塚二　  　 渋 (1) 3.01 　 〃　 中清戸四　 清瀬 (7)
53 3.92 足立区入谷七    足 (8) 3.80 板橋区赤塚三　  　 板(25) 5.59 　 〃　 下清戸二　 清瀬 (2)
54 1.71 江東区新砂三    港(23) 0.87 練馬区大泉学園町二 練(27) 2.17  　〃 　旭が丘二　 清瀬 (1)
55 1.81    〃      〃　　  港(22) 0.76 品川区北品川四　  芝(10) 1.38 　 〃 　中清戸二　 （2312）
56 2.48    〃      〃　　    〃　 0.87 港区北青山三　  　 赤 (8) 2.50 　 〃 　旭が丘二　 清瀬 (1)
57 1.01 葛飾区柴又三    葛(22) 1.06 練馬区高松五　  　 練(15) 0.82 　 〃   竹丘三　　 清瀬 (6)
58 1.20 江戸川区春江町二 江(30) 0.74 北区西が丘一　  　 北(23) 1.32  　〃　 旭が丘二　 清瀬 (1)
59 2.16 板橋区高島平四  板(20) 1.88 練馬区石神井町一　 練(13) 3.22 　 〃   　  〃　　  〃
60 1.77 足立区西新井本町 足(21) 0.42    〃   南大泉一　  練(34) 1.00 　 〃　     〃　　  〃
61 1.30    〃   竹の塚二  足(30) 1.00 港区西麻布二　    麻 (8) 0.48 立川市柏町二　　 6-147-001
62 1.30 板橋区三園一    板(21) 0.93 練馬区西大泉五　  練(32) 1.48 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
63 1.10 江戸川区春江町二 江(30) 0.94 港区西麻布二　    麻 (8) 1.10 　 〃　     〃　　  〃

平元 0.94 品川区東品川二  品 (2) 0.70 千代田区神田駿河台 交 (4) 1.04  　〃 　中里五　　 清瀬 (3)
2 1.02 大田区山王二    大(10) 1.43 板橋区徳丸八　  　 板(10) 1.25  　〃 　旭が丘二　 清瀬 (1)
3 0.80 港区虎ノ門一    復(19) 0.28 港区六本木三　  　 麻(11) 0.88 町田市南大谷    ＢＭ.17
4 0.98 　〃 新橋六    復(18) 1.16 練馬区上石神井一　 練(29) 1.99 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
5 1.01 大田区東糀谷五  蒲 (2) 0.85 　 〃　 羽沢三　  　 練 (5) 0.35 国立市谷保      （119）
6 2.03 足立区入谷七    足 (8) 1.37 北区西が丘一　  　 北(23) 3.04 清瀬市旭が丘二　　 清瀬 (1)
7 0.78 中央区晴海一　　 港(19) 1.20 新宿区本塩町    　 四 (1) 0.87 東久留米市南沢四 久米 (1)
8 1.21 板橋区蓮根三    板 (5) 1.05 練馬区南大泉五    練(33) 1.33 東村山市恩多町一 東村 (2)
9 1.20 港区東麻布三    芝(19) 0.98 港区六本木三　  　 麻(11) 0.84 町田市南成瀬七  ＢＭ.15
10 1.14 北区王子二      北 (7) 1.25 　〃 六本木七    　 麻(10) 0.24 あきる野市牛沼  （4955）
11 1.56 墨田区立川一 所(14) 1.00 世田谷区中町四 世 (6) 1.49 清瀬市中清戸四 清瀬 (7)
12 1.33 江戸川区臨海町二 江(42) 0.70 　 　〃　  給田三 (020-019) 0.57 東村山市恩多町一 東村 (2)
13 1.45   　〃　       〃　　     〃     1.53 練馬区羽沢三 練 (5) 0.90 立川市上砂町二　　 立川 (4)
14 1.56   　〃　       〃　　     〃     0.92 新宿区富久町 牛 (6) 1.06 清瀬市中清戸四 清瀬 (7)
15 0.19   　〃　       〃　　     〃     0.86 大田区雪谷大塚町  大(31) 0.75 日野市日野 (020-037)
16 1.46 荒川区東尾久三 荒 (4) 1.16 渋谷区神宮前六 赤 (9) 0.79 昭島市武蔵野二 昭島 (1)
17 0.85 千代田区有楽町一 麹 (3) 0.77 　 〃　　　　〃 〃 0.99 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
18 0.18 大田区羽田六 蒲(11) 0.26 　 〃　　　　〃 〃 0.56 三鷹市大沢四 三鷹 (4)
19 1.52 江東区千田 深 (9) 0.82 大田区南雪谷五 大 (7) 1.45 東村山市恩多町一 東村 (2)
20 0.37 中央区晴海一 港(19) 0.19 世田谷区中町四 世 (6) 0.66 町田市本町田 ＢＭ.18
21 0.54 足立区中央本町一 足(37) 0.44 千代田区紀尾井町 麹 (6) 1.22 東村山市恩多町一 東村 (2)
22 1.21 　 〃   入谷七    足 (８) 1.59 大田区南雪谷五 大 (7) 1.45 稲城市大丸 稲城 (４)
23  -         -       -  -         -       -  -         -       -
24 0.73 足立区入谷七    足 (８) 0.30 大田区南雪谷五 大 (7) 0.21 調布市西つつじヶ丘三 (020-021)
25 0.80 葛飾区西新小岩五 葛(11) 0.72 文京区関口二 小 (3) 0.85 府中市若松町一 (120)
26 0.76 中央区銀座五　　 京 (2) 0.46 千代田区紀尾井町 麹 (6) 0.38 瑞穂町箱根ヶ崎 瑞穂 (4)
27 1.01 　 〃　 晴海一 港(19) 0.67 板橋区板橋二 板(19) 1.31 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
28 0.82 足立区入谷七    足 (８) 0.54 世田谷区粕谷一 世(11) 0.67 調布市上石原一 (020-025)

（注）　1．区部の台地部では、昭和33年から昭和47年まで測量面積が順次拡大している。　　　　　　
　　　　2．多摩地域では、昭和47年から昭和52年まで測量面積が順次拡大している。
　　　　3．平成23年は、2011年東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動影響が大きいため、沈下量の算定はしていない。

表－8  各年の最大沈下量とその地点

年
    多　　　摩　　　地　　　域　　　
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層別の変動状況をみると(図－17）、地表面から113

ｍまでの間の地層(沖積層および洪積層上部)の変動

量(Ａ)は、昭和40年代には数cmの収縮量であったが、 

昭和55年にはほぼ０になり、その後はわずかに収

縮が続いている。 

一方、113ｍ以深の地層(主として砂層と土丹層か

らなる洪積層)の変動量(Ｂ)は、昭和48年までは数cm

の収縮量を示していたが、昭和49年からは膨張傾向

になった。その後、現在まで数㎜の膨張および収縮

を繰り返している。 

  (5) 台地の地盤沈下 

台地における地盤沈下の状況を、図－14に示した

水準基標、(473)(板橋区清水町)の累積沈下量図から

みると、昭和27年まではほとんど沈下していない。 

しかし、昭和33年から昭和47年にかけて急激に沈下

量が増加し、昭和47年以降は再びほとんど沈下して

いない。 

なお、台地の地盤沈下は、調査施設の整備に伴っ

て昭和39年頃から順次明らかになり、板橋区、練馬

区の北部から埼玉県境へかけて、例年6～10cmの沈下

量が測定された。 

また、昭和46年から水準測量を開始した多摩地域

については、区部に隣接した地域から地盤沈下の状

況が順次明らかになり、昭和48年には清瀬市下清戸

二丁目にある水準基標、清瀬(2)で21.65cmという台

地での最大沈下量が測定された(表－8）。 

その後、各種の揚水規制(表－7)に加え、昭和49

年７月からは隣接する埼玉県の各市で上水道水源の

一部が表流水に転換された。さらに、多摩地域では

地下水使用の合理化や東京都水道局の分水事業など

により、揚水量は昭和49年から徐々に減少している。

その結果、昭和50年から台地の地盤沈下は急激に減

少し始めた(図－18、表－8)。 

しかし、昭和53年には異常渇水のため夏期の揚水

量が増加し、多摩地域を中心に沈下量も増加した。

また、同様な現象が昭和59年、昭和62年、平成２年(図

－18)や平成６年の渇水時にも認められ、沈下量が前

年に比べやや増加している。特に、多摩地域では上
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                      　　　　      単位：cm/年

　　　 　　　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部 　　　

　　　 低　　　　　　　　　地 　　　      　台　　　　　　　　　地　　　

沈下量 　地　　　　点　 基標名 沈下量 　 地　      点　　 基標名 沈下量 　地　　　  点　 基標名

昭34 19.29 墨田区立花三　　 向 (5) 6.42 板橋区小豆沢一　　 板 (1) - 　　　　　　　　
35 18.01 江東区東陽四　　 (9832) 8.82    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
36 18.98 足立区弘道二　　 足(16) 15.43    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
37 20.86    〃      〃　　    〃　 15.64    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
38 19.53    〃      〃　　    〃　 14.65    〃       〃　　      〃  - 　　　　　　　　
39 18.47 江戸川区西葛西二 江(20) 11.31    〃       〃　　      〃  -  昭和46年以前は　
40 15.54   　〃　　 東葛西三 江(13) 8.78 　 〃   赤塚八　　　 板(18) - 　　　　     　未測量
41 17.04   　〃　 　南葛西六 江(18) 9.23    〃      〃　　      〃  - 　　　　　　　　
42 17.65 江東区新砂三    港(22) 12.01    〃   赤塚四　  　 板(22) - 　　　　　　　　
43 23.89 江戸川区西葛西二 江(20) 11.44 　 〃　 赤塚八　  　 板(18) - 　　　　　　　　
44 20.56 江東区新砂三    港(22) 8.95 　 〃   赤塚四　  　 板(22) - 　　　　　　　　
45 18.45 江戸川区南葛西六 江(18) 13.78 　 〃　  　〃　　　　 　〃　 - 　　　　　　　　
46 18.08 江東区新砂三    港(22) 10.63  　〃　 成増三　  　 板(23) - 　　　　　　　　
47 13.97    〃      〃        〃　 10.63 練馬区西大泉五　  練(32) 6.88 西東京市住吉町三　 保谷 (2)
48 10.07    〃      〃        〃　 5.84 　 〃　　   〃　　　　 　〃　 21.65 清瀬市下清戸二　 清瀬 (2)
49 7.46    〃      〃        〃　 7.08  　〃   　　〃　　　　 　〃　 13.65    〃　 中清戸二　 （2312）
50 5.41    〃      〃        〃　 1.97 港区西麻布二　    麻 (8) 3.81  　〃　 下清戸二　 清瀬 (2)
51 3.10    〃      〃      港 (1) 2.41 練馬区大泉学園町七 練(26) 5.64  　〃　     〃　　  〃
52 4.30    〃      〃        〃　 1.09 渋谷区笹塚二　  　 渋 (1) 3.01 　 〃　 中清戸四　 清瀬 (7)
53 3.92 足立区入谷七    足 (8) 3.80 板橋区赤塚三　  　 板(25) 5.59 　 〃　 下清戸二　 清瀬 (2)
54 1.71 江東区新砂三    港(23) 0.87 練馬区大泉学園町二 練(27) 2.17  　〃 　旭が丘二　 清瀬 (1)
55 1.81    〃      〃　　  港(22) 0.76 品川区北品川四　  芝(10) 1.38 　 〃 　中清戸二　 （2312）
56 2.48    〃      〃　　    〃　 0.87 港区北青山三　  　 赤 (8) 2.50 　 〃 　旭が丘二　 清瀬 (1)
57 1.01 葛飾区柴又三    葛(22) 1.06 練馬区高松五　  　 練(15) 0.82 　 〃   竹丘三　　 清瀬 (6)
58 1.20 江戸川区春江町二 江(30) 0.74 北区西が丘一　  　 北(23) 1.32  　〃　 旭が丘二　 清瀬 (1)
59 2.16 板橋区高島平四  板(20) 1.88 練馬区石神井町一　 練(13) 3.22 　 〃   　  〃　　  〃
60 1.77 足立区西新井本町 足(21) 0.42    〃   南大泉一　  練(34) 1.00 　 〃　     〃　　  〃
61 1.30    〃   竹の塚二  足(30) 1.00 港区西麻布二　    麻 (8) 0.48 立川市柏町二　　 6-147-001
62 1.30 板橋区三園一    板(21) 0.93 練馬区西大泉五　  練(32) 1.48 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
63 1.10 江戸川区春江町二 江(30) 0.94 港区西麻布二　    麻 (8) 1.10 　 〃　     〃　　  〃

平元 0.94 品川区東品川二  品 (2) 0.70 千代田区神田駿河台 交 (4) 1.04  　〃 　中里五　　 清瀬 (3)
2 1.02 大田区山王二    大(10) 1.43 板橋区徳丸八　  　 板(10) 1.25  　〃 　旭が丘二　 清瀬 (1)
3 0.80 港区虎ノ門一    復(19) 0.28 港区六本木三　  　 麻(11) 0.88 町田市南大谷    ＢＭ.17
4 0.98 　〃 新橋六    復(18) 1.16 練馬区上石神井一　 練(29) 1.99 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
5 1.01 大田区東糀谷五  蒲 (2) 0.85 　 〃　 羽沢三　  　 練 (5) 0.35 国立市谷保      （119）
6 2.03 足立区入谷七    足 (8) 1.37 北区西が丘一　  　 北(23) 3.04 清瀬市旭が丘二　　 清瀬 (1)
7 0.78 中央区晴海一　　 港(19) 1.20 新宿区本塩町    　 四 (1) 0.87 東久留米市南沢四 久米 (1)
8 1.21 板橋区蓮根三    板 (5) 1.05 練馬区南大泉五    練(33) 1.33 東村山市恩多町一 東村 (2)
9 1.20 港区東麻布三    芝(19) 0.98 港区六本木三　  　 麻(11) 0.84 町田市南成瀬七  ＢＭ.15
10 1.14 北区王子二      北 (7) 1.25 　〃 六本木七    　 麻(10) 0.24 あきる野市牛沼  （4955）
11 1.56 墨田区立川一 所(14) 1.00 世田谷区中町四 世 (6) 1.49 清瀬市中清戸四 清瀬 (7)
12 1.33 江戸川区臨海町二 江(42) 0.70 　 　〃　  給田三 (020-019) 0.57 東村山市恩多町一 東村 (2)
13 1.45   　〃　       〃　　     〃     1.53 練馬区羽沢三 練 (5) 0.90 立川市上砂町二　　 立川 (4)
14 1.56   　〃　       〃　　     〃     0.92 新宿区富久町 牛 (6) 1.06 清瀬市中清戸四 清瀬 (7)
15 0.19   　〃　       〃　　     〃     0.86 大田区雪谷大塚町  大(31) 0.75 日野市日野 (020-037)
16 1.46 荒川区東尾久三 荒 (4) 1.16 渋谷区神宮前六 赤 (9) 0.79 昭島市武蔵野二 昭島 (1)
17 0.85 千代田区有楽町一 麹 (3) 0.77 　 〃　　　　〃 〃 0.99 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
18 0.18 大田区羽田六 蒲(11) 0.26 　 〃　　　　〃 〃 0.56 三鷹市大沢四 三鷹 (4)
19 1.52 江東区千田 深 (9) 0.82 大田区南雪谷五 大 (7) 1.45 東村山市恩多町一 東村 (2)
20 0.37 中央区晴海一 港(19) 0.19 世田谷区中町四 世 (6) 0.66 町田市本町田 ＢＭ.18
21 0.54 足立区中央本町一 足(37) 0.44 千代田区紀尾井町 麹 (6) 1.22 東村山市恩多町一 東村 (2)
22 1.21 　 〃   入谷七    足 (８) 1.59 大田区南雪谷五 大 (7) 1.45 稲城市大丸 稲城 (４)
23  -         -       -  -         -       -  -         -       -
24 0.73 足立区入谷七    足 (８) 0.30 大田区南雪谷五 大 (7) 0.21 調布市西つつじヶ丘三 (020-021)
25 0.80 葛飾区西新小岩五 葛(11) 0.72 文京区関口二 小 (3) 0.85 府中市若松町一 (120)
26 0.76 中央区銀座五　　 京 (2) 0.46 千代田区紀尾井町 麹 (6) 0.38 瑞穂町箱根ヶ崎 瑞穂 (4)
27 1.01 　 〃　 晴海一 港(19) 0.67 板橋区板橋二 板(19) 1.31 清瀬市旭が丘二　 清瀬 (1)
28 0.82 足立区入谷七    足 (８) 0.54 世田谷区粕谷一 世(11) 0.67 調布市上石原一 (020-025)

（注）　1．区部の台地部では、昭和33年から昭和47年まで測量面積が順次拡大している。　　　　　　
　　　　2．多摩地域では、昭和47年から昭和52年まで測量面積が順次拡大している。
　　　　3．平成23年は、2011年東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動影響が大きいため、沈下量の算定はしていない。

表－8  各年の最大沈下量とその地点

年
    多　　　摩　　　地　　　域　　　
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層別の変動状況をみると(図－17）、地表面から113

ｍまでの間の地層(沖積層および洪積層上部)の変動

量(Ａ)は、昭和40年代には数cmの収縮量であったが、 

昭和55年にはほぼ０になり、その後はわずかに収

縮が続いている。 

一方、113ｍ以深の地層(主として砂層と土丹層か

らなる洪積層)の変動量(Ｂ)は、昭和48年までは数cm

の収縮量を示していたが、昭和49年からは膨張傾向

になった。その後、現在まで数㎜の膨張および収縮

を繰り返している。 

  (5) 台地の地盤沈下 

台地における地盤沈下の状況を、図－14に示した

水準基標、(473)(板橋区清水町)の累積沈下量図から

みると、昭和27年まではほとんど沈下していない。 

しかし、昭和33年から昭和47年にかけて急激に沈下

量が増加し、昭和47年以降は再びほとんど沈下して

いない。 

なお、台地の地盤沈下は、調査施設の整備に伴っ

て昭和39年頃から順次明らかになり、板橋区、練馬

区の北部から埼玉県境へかけて、例年6～10cmの沈下

量が測定された。 

また、昭和46年から水準測量を開始した多摩地域

については、区部に隣接した地域から地盤沈下の状

況が順次明らかになり、昭和48年には清瀬市下清戸

二丁目にある水準基標、清瀬(2)で21.65cmという台

地での最大沈下量が測定された(表－8）。 

その後、各種の揚水規制(表－7)に加え、昭和49

年７月からは隣接する埼玉県の各市で上水道水源の

一部が表流水に転換された。さらに、多摩地域では

地下水使用の合理化や東京都水道局の分水事業など

により、揚水量は昭和49年から徐々に減少している。

その結果、昭和50年から台地の地盤沈下は急激に減

少し始めた(図－18、表－8)。 

しかし、昭和53年には異常渇水のため夏期の揚水

量が増加し、多摩地域を中心に沈下量も増加した。

また、同様な現象が昭和59年、昭和62年、平成２年(図

－18)や平成６年の渇水時にも認められ、沈下量が前

年に比べやや増加している。特に、多摩地域では上
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図－17 戸田橋第２観測井(113ｍ井)における地盤変動量と地下水位との関係
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水道用に地下水が多量に揚水されていることから、

地盤沈下は各年の水需給の影響を受けやすい状態に

ある。 

 最近５年間の地盤変動量(図－3)をみると、２㎝以

上沈下している地域はなく、全体として安定した状

況にある。 

観測井の記録から地盤沈下状況の変遷をみると、

次のとおりである。 

  多摩地域にある清瀬第１観測井(94ｍ井、清瀬市中

清戸四丁目)の地層別の変動状況(図－19)をみると、

地表面から94ｍまでの地層の変動量(Ａ)は、観測開

始以来収縮傾向を示しているが、その収縮量はわず

かである。一方、94ｍ以深の地層の変動量(Ｂ)も観

測開始以来収縮傾向を示している。しかし、収縮量

は昭和51年に約５cmであったが、その後次第に減少

し、昭和57年以降は１cm以下となっている。 

 (6) 沈下の中心地のすう勢 

１年間の沈下量が５cm以上のところを沈下の中心

地としているが、平成28年に５cm以上沈下した地域

はない。従来、荒川河口付近、足立区の東部付近、

清瀬市、東久留米市、西東京市および練馬区付近に

沈下の中心地があった。しかし、荒川河口付近は昭

和51年から、足立区の東部付近は昭和49年から、さ

らに、清瀬市、東久留米市、西東京市および練馬区

付近は昭和54年から、それぞれ沈下量が５cm未満に

なり、沈下の中心地はなくなった(表－9)。 

  なお、過去の年間最大沈下量は、区部では昭和43

年の江戸川区西葛西二丁目にある水準基標、江(20)

の23.89cmが最大であり、多摩地域では昭和48年の清

瀬市下清戸二丁目にある水準基標、清瀬(2)の 21.65 

cmが最大である(表－8)。 

 

4. まとめ 

平成28年の地盤沈下調査は、519点の水準基標につ

いての１級水準測量(延長は682km）と、42地点にあ

る観測井91井によって、地盤変動量、地層別変動量、

地下水位等を調査した。調査対象地域は、区部の全
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水道用に地下水が多量に揚水されていることから、

地盤沈下は各年の水需給の影響を受けやすい状態に

ある。 

 最近５年間の地盤変動量(図－3)をみると、２㎝以
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観測井の記録から地盤沈下状況の変遷をみると、
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地表面から94ｍまでの地層の変動量(Ａ)は、観測開

始以来収縮傾向を示しているが、その収縮量はわず

かである。一方、94ｍ以深の地層の変動量(Ｂ)も観
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は昭和51年に約５cmであったが、その後次第に減少

し、昭和57年以降は１cm以下となっている。 
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１年間の沈下量が５cm以上のところを沈下の中心

地としているが、平成28年に５cm以上沈下した地域

はない。従来、荒川河口付近、足立区の東部付近、
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和51年から、足立区の東部付近は昭和49年から、さ

らに、清瀬市、東久留米市、西東京市および練馬区

付近は昭和54年から、それぞれ沈下量が５cm未満に

なり、沈下の中心地はなくなった(表－9)。 

  なお、過去の年間最大沈下量は、区部では昭和43

年の江戸川区西葛西二丁目にある水準基標、江(20)

の23.89cmが最大であり、多摩地域では昭和48年の清

瀬市下清戸二丁目にある水準基標、清瀬(2)の 21.65 

cmが最大である(表－8)。 
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子市、多摩市および町田市を結ぶ線の東側の地域で、

その面積は1,020㎢である。 

平成28年の地盤沈下状況を概観すると、区部、多

摩地域ともに１cm以上沈下した地域はない。最大沈

下量は足立区入谷七丁目にある水準基標、足(8)の

0.82cmである。 

一方、最大隆起量は清瀬市中清戸四丁目にある水

準基標、清瀬(7)の0.93cmである。 

また、各地に設置してある観測井による地層別の

変動状況をみると、浅層部は収縮を示すものが多い

が、深層部は膨張を示すものが多い。 

平成28年末の地下水位の状況を概観すると、足立

区北東部で約T.P.－10ｍ（T.P.は東京湾平均海面の

略称）と最も低く、この地域から西部に向かって次

第に高くなり、多摩地域の八王子市や瑞穂町付近で

約T.P.＋80ｍとなっている。 

また、１年間の変動状況をみると、地下水位は、

42地点のうち６地点で低下し、36地点で上昇した。

なお、低下地域は、区部の足立区北東部から板橋区

北部にかけた地域、多摩地域では稲城市から多摩市

にかけた地域と瑞穂町で、それ以外の地域は上昇地

域である。 

次に、その変動状況を観測井ごとにみると、地下

水位が低下した観測井は91井のうちの13井であり、

低下量が最も大きいのは稲城市矢野口にある稲城観

測井の5.99ｍである。一方、地下水位が上昇したの

は78井であり、上昇量が最も大きいのは小金井市桜

町三丁目にある小金井第３観測井の2.05ｍである。 

平成28年は、区部、多摩地域ともに１cm以上沈下

した地域はなく、引き続き安定した状態が続いてい

る。 

近年の地盤沈下状況をみると、東北地方太平洋沖

地震に伴う地殻変動の影響で地盤沈下量が不明だっ

た平成23年を除く21年間にわたって、１年間に２cm

以上沈下した地域はなく、東京都が長期間にわたり

取り組んできた地盤沈下調査や地下水揚水規制など

の行政施策の効果が実証されている。しかし、揚水

規制の効果による地下水位の上昇がほぼ頭打ちの状

況にあることは明らかであり、平成６年など過去の

渇水年の沈下状況が示すように、地域によっては地

盤沈下の進行が懸念される。 

地盤沈下は、かつての厳しい状況は脱したとはい

え、過去の渇水年には揚水量が増加し地盤沈下が進

行した事例があるため、今後も適切な地下水揚水規

制を図るべきである。 

 

　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　

　　  清瀬市、東久留米市、西東京市、練馬区付近

  　　　　計  

 昭　 42 37.9 54.0 28.6 28.6 120.5

43 50.6 67.9 45.9 45.9 164.4

44 49.9 59.0 24.4 24.4 133.3

45 45.4 60.8 58.8 58.8 165.0

46 37.7 35.7 38.5 38.5 111.9

47 22.6 4.6 13.2 9.4 22.6 49.8

48 6.2 6.7 1.3 43.4 44.7 57.6

49 1.9 0.0 3.9 22.6 26.5 28.4

50 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

51 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 4.0

52 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

53 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 0.5

54　以降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（注）　1．沈下の中心地とは１年間に５cm以上沈下した地域をいう。  
　　　　2．多摩地域では、昭和46年以前は未測量であり、昭和47年から昭和52年は順次測量面積が拡大している。

　　　　3．昭和54年以降 「沈下の中心地」 はなくなった。
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表－9　沈下の中心地の面積

   荒川河口付近  足立区東部付近 合  　計
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